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ヤゴであり、1種ではないことは直ぐに判断

できたので、数個体を羽化させて、成虫を同

定してみた結果、アキアカネ Sympetrum 
frequens  (Selys,  1883)、コノシメトンボ

Sympetrum  baccha Selys,  1884、ネキトンボ

Sympetrum  speciosum Oguma,  1915を確認で

きた  (図 2, 3, 4)。シオカラトンボ型は、ヤ

ゴの形状からも、羽化させた結果からも、シ

オカラトンボ Orthetrum  albistylum  (Selys, 
1848) のみであった(図 5)。イトトンボ型は、

羽化させた結果からは、アオモンイトトン

ボ Ischnura senegalensis (Rambur, 1842) を確

認した  (図 6)。ヤンマ型は、ギンヤンマ Anax 
parthenope  (Selys,  1839)  を確認できた  (図
7)。毎回の活動で採集できたヤゴは、棲息し

ていたヤゴの全てではない。また合計数の

推移は安定していなかった。最多は 2013年
の 7,015個体、最少は 2011年の 781個体、

平均は  3,591 個体であった。4 類型の中で

は、アカトンボが最も多く、大部分  (83.6～
99.8%) を占めていたが、アカトンボは、最 
 

 
図 2.  羽化直後のアキアカネ Sympetrum 
frequens (Selys, 1883) 
 

 
図 3. 羽化直後のコノシメトンボ Sympetrum 
baccha Selys, 1884 

多が 2013 年の 6,926 個体、最小が 2011 年

の 692 個体と変化が大きかった。イトトン

ボ型、ヤンマ型は、台風などで、周囲の樹木

の枝や葉が水面に落ちていなければ、産卵

されることも無いと思われ、毎年発生する

ことにはならなかった。産卵、越冬、餌など

について、特別な対策を行っていなくても、 
 

 
図 4.  羽化直後のネキトンボ Sympetrum 
speciosum Oguma, 1915 
 

 
図 5. シオカラトンボ Orthetrum albistylum 
(Selys, 1848)のヤゴ 
 

 
図 6.  羽化直後のアオモンイトトンボ
Ischnura senegalensis (Rambur, 1842) 
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図 7.  ギンヤンマのヤゴ Anax  parthenope 
(Selys, 1839) 
 
沢山のヤゴを採集できるので、採集したヤ

ゴを子どもたちが少しずつ持ち帰って、親

子で羽化観察を楽しむことができることは、

環境教育としての価値は高いと考える。実

際、保護者の方から感謝の言葉をいただい

てきた。 
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